
「個室ビデオ店等」の用途に供する建築物の 
定期報告について 

「個室ビデオ店等」については、通常の定期報告書と併せて、市条例についての 専用の様式の

報告書を提出 する必要があります。 

１ 個室ビデオ店等とは

 「個室ビデオ店等」とは、次の①～⑤に該当する用途で、周囲を壁、天井、戸等により区画さ

れた専ら遊興の用に供する小規模な居室（個室）を有するもの をいいます。 

（つい立てやカーテンによる区画は「個室」にはなりません。） 

①個室ビデオ店 ②カラオケボックス

③複合カフェ（インターネットカフェ・漫画喫茶など）

④テレフォンクラブ ⑤その他これらに類するものとして規則で定めるもの

２ 対象となる規模について

①「個室ビデオ店等」に供する床面積の合計が、建築物の定期調査報告については 100ｍ２を超

える もの。

②建築設備、防火設備の定期検査報告については、①に設置されているもの（「個室ビデオ店等」

に供する床面積の合計が、100ｍ２を超えるもの）

※なお、100 ㎡を超えない場合であっても、「個室ビデオ店等」の用途を含めて複合用途建築物

の要件に該当する場合は、専用の様式の報告書を提出してください。 

３ 追加の調査が必要な項目

追加の調査・報告の必要な内容一覧（横浜市建築基準法施行細則第６条第３項第２号抜粋） 

調査項目 調査方法 判定基準 

居室の廊下の幅員 設計図書等により確認し、又

は鋼製巻尺等により測定す

る。 

条例第 43 条の２の規定に適合しないこと。ただし、

条例第 53 条の７の規定が適用され、かつ、階避難安

全性能(政令第 129 条第２項に規定する階避難安全

性能をいう。)に影響を及ぼす修繕等が行われていな

い場合又は条例第 53 条の８の規定が適用され、か

つ、全館避難安全性能（政令第 129 条の２第３項に

規定する全館避難安全性能をいう。)に影響を及ぼす

修繕等が行われていない場合を除く。 

直通階段の設置の状況 目視及び設計図書等により

確認する。 

条例第 43 条の３の規定に適合しないこと。 

客用の出口 出口の確保

の状況 

目視及び設計図書等により

確認する。 

条例第 43 条の４第１項の規定に適合しないこと。 

戸の設置の

状況 

目視及び作動により確認する。 条例第 43 条の４第２項の規定に適合しないこと。 

※  裏面 にて、調査に必要な建築基準条例の概要を紹介しています。 

４ 様式のダウンロード

専用の様式は、ホームページにてダウンロード先をご案内しておりますので、ご確認ください。 

ホームページは下記 URL からご覧ください。（横浜市の定期報告制度に関するページです。）

 ⇒⇒ https://www.city.yokohama.lg.jp/business/bunyabetsu/kenchiku/tetsuduki/kakunin/dl/dl.html#setubi

○定期報告に関するお問い合わせ先○

横浜市建築局建築指導課建築安全担当（定期報告担当）

〒231-0012 横浜市中区相生町三丁目５６－１ KDX横浜関内ビル７階 

電話：０４５－６７１―４５３９  FAX：０４５－６８１―２４３４ 




